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こ
れ
は
袖
１
Ｆ
を
愛
す
る
人
々

手
加
帖
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に

た
の
し
い
茜
安
を
お
く
る

抽
呈
Ｐ
を
訪
れ
る
人
に
は

や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
油
二
戸
っ
子
の

心
の
手
Ｍ
帖
で
す

Ｐ
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自
動
車
が
欲
し
い
の
と
云
っ
て
い
る
と
自
分

の
力
で
ポ
ン
コ
ッ
車
を
買
っ
て
上
手
に
乗
っ

て
い
る
。
香
港
へ
行
っ
て
見
た
い
の
と
云
っ

て
い
る
と
何
時
の
間
に
か
お
小
遣
い
を
都
合

し
て
香
港
へ
行
っ
て
い
る
。
最
近
は
何
時
の

間
に
か
貿
易
の
仕
事
に
情
熱
を
か
た
む
け
て
、

商
売
も
な
か
な
か
熱
心
そ
う
で
あ
る
。
〃
夢
を

実
現
す
る
女
性
″
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り

の
若
々
し
い
行
動
力
を
身
に
つ
け
た
お
嬢
さ

ん
・
大
阪
女
学
院
を
卒
業
し
て
青
谷
に
住
み
、

オ
フ
ィ
ス
は
神
戸
の
ト
ア
ロ
ー
ド
。
瞳
が
可

愛
い
く
、
甘
っ
た
る
い
声
、
実
に
魅
力
的
な

神
戸
っ
子
で
あ
る
。
羽
才
。〈

青
谷
の
自
宅
で
〉
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わたしの好きな時
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女
の
子
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
時
、
き
っ
と
そ
れ
は
、
恋

人
と
デ
イ
ト
し
て
い
る
と
き
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

で
も
今
、
私
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
と
き
は
最
近
は
じ
め

た
貿
易
の
お
仕
事
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
時
。

そ
し
て
青
谷
の
自
宅
で
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
て
家

の
な
か
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
何
と
な
く
考
え
て
、
少
し
ず
つ
頭
の
中
に
ふ
く
ら
ん

で
く
る
夢
を
、
ど
ん
な
に
し
て
行
っ
た
ら
実
現
す
る
か

し
ら
と
ボ
ソ
ャ
リ
考
え
て
い
る
と
、
と
て
も
楽
し
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
力
で
自
分
の
夢
が
何
げ
な
く
実
現
し

て
ゆ
け
た
ら
ど
ん
な
に
素
適
で
し
ょ
う
。
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先日アベベを迎えて開催きれた毎日マラソン
で、柳迫選手は４位に入った。関西では無適
をほこる神戸製鋼陸ｋ競技部の一員である。
田宮監督の話を聞くと彼はパッと見ると遅く
みえるがキックがいいので一緒に走ると早い。
フォームはわるいけれどバランスがよくて、
練習のときは遅いのに、いざ本番となると非
常に強いそうだ。なおかつ暑きに強い。先日
のレースはアベベも頭から水をかぶる程の暑
き、２８度から３０度。暑きに強い柳迫選手は、
ミしめたつ. へと内心思ったそうだ。

〈王子競技場サブトラックで〉

４時3 0 分に仕事を終えて灘北寮へつき、５時には王子競技
場のサブ°トラックへあがる。毎日６時3 0 分までの時間は、
ぼくにとって苦しいけれども楽しいマラソンの練習時間だ。
マラソン選手は亀自分の肉を喰って走るミと云われる程き
びしい道だが、ゴールに入った瞬間に苦しみから、解放さ
れる喜びはたとえようもない。毎日の練習も苦しみから平
凡にかえった時の安らぎがぼくにとって何よりのいこいで
ある。ぼくは広島の海辺に生れた。そのせいか船の見える
競技場から夜景をながめて坂を下ってゆく気分は、好きな
ぼくのお気に入りの時でもある。２６才。〈柳迫隆治〉

わたしの好きな時
ヤナギサコ

柳 迫隆治
く神戸製鋼株式会社検査課〉
本年度毎日マラソソ第４位
撮影／西* 寸雅司
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コロナだ. ／
さっそく知ら
ミキモト真珠の

鞠騰

せよう

神計ヨペツi ･ ( 瀕
本社／神戸市兵庫区水木通２電神戸（ 5 6 ） 5 0 0 ｌ

伊丹営業所／伊丹市昆陽字一ツ樋１９電伊丹（ 7 2 ）０５０１

尼崎営業所／尼崎市大庄川田町１１電大阪 ( 4 1 6 ) ５１５１

束営業所／神戸市東灘区本庄町青木松本町Ｉｌ２電神戸（8 4 ）１３６５

姫路営業所／姫路市総社本町６８趣姫路 ( 2 2 ）Ｉ２６９
西宮販売所／西宮市神楽町１番地電西宮（６）０６２４
■ご一報次第カタログ進呈します〈神戸トヨベット販売拡張課宛〉

ネックレスをさしあげます
字幕～､ 一

いま新型コロナが3 0 0 0 台県下を走っています。
発売以来たった半年ばかり驚異的な台数です。
あなたの周囲から新型コロナをさがしてナン
バーをお知らせ下さい。投資は五円一ハガキ
１枚. ／手間は簡単一ナンバーを書くだけ. ／
今日から新型コロナをみつけてミキモト真珠
をおあてください。

《応募規定》
■ご近所で一街角で一新型コロ■当撰者の方は下記ミキモト真
ナをみかけると、そのナンバー珠店で賞品を直接お受取りいた
をお知らせ下さい（兵庫県在住だきます。
者の自家用乗用車に限る）※御木本真珠
く例>｢神戸5に142 8 - j ｢兵5に150 0」 大阪店一北区堂島新大ビル内
■抽せんで５名様に全世界から神戸店一三宮神戸国際会館内
信頼されている最高級真珠ミキ■ハガキの宛先
モトバールのネックレスを差し神戸市兵庫区水木通２ノ３
上げます。神戸トヨベット／バール係
■上記５名様がお知らせ下さっ■締切…６月末( 消印有効）
たコロナの持主の方にも１名様■発表…７月中旬の神戸・朝日
を選びネックレスを贈呈します。毎日の各新聞紙上。
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農凶＃必
ある集い

今造j 贈技術←
委員会

列／1、ｗ、

神
戸
は
造
船
世
界
一
を
誇
る
日
本

の
造
船
界
の
拠
点
で
あ
る
。

三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
の
「
造
船

技
術
委
員
会
」
は
、
潜
水
艦
建
造

の
際
に
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
ゆ
く

造
船
学
の
教
授
を
毎
月
一
度
招
い

て
、
研
究
会
を
持
と
う
と
い
霞
う
こ

と
が
初
ま
り
で
集
っ
た
造
船
エ
ン

ジ
ー
ー
ア
の
集
い
で
あ
る
。
七
月
に

は
百
回
目
の
委
員
会
が
開
か
れ
る
。

大
は
九
万
ト
ン
級
の
タ
ン
カ
ー
か

ら
、
見
本
市
船
さ
く
ら
丸
、
青
函

連
絡
船
、
高
速
貨
物
船
、
外
国
の

バ
ラ
積
船
や
、
七
五
○
ト
ン
の
潜

水
艦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
船
の
建

造
の
陰
の
力
と
な
っ
て
、
「
新
し
い

ア
イ
デ
ア
、
新
し
い
船
、
新
し
い

工
作
」
を
次
々
と
生
み
だ
し
、
追

求
し
て
い
る
。
造
船
界
は
技
術
が
〃

オ
ー
プ
ン
で
、
技
術
交
換
も
少
な

く
な
い
。
そ
の
中
で
世
界
の
造
船

界
を
驚
か
せ
る
卓
抜
な
研
究
が
、

「
造
船
技
術
委
員
会
」
で
発
表
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
技
術
陣
の
気
構
え

は
、
海
国
日
本
の
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
え
よ
う
。

写
真
左
前
列
よ
り

木
原
博
（
東
京
大
学
工
学
部
教

授
）

寺
沢
一
雄
（
大
阪
大
学
エ
学
部
教

授
）

吉
識
雅
夫
（
東
京
大
学
工
学
部
教

授
）

重
満
通
弥
（
三
菱
神
船
・
調
査
役

本
会
委
員
長
）

写
真
後
列
左
よ
り

中
川
万
蔵
（
三
菱
神
船
・
開
発
係
）

高
木
乙
暦
（
一
一
一
菱
神
船
・
調
査
役
）

寺
田
明
（
三
菱
神
船
・
造
船
設

計
部
）

石
原
綱
夫
（
三
菱
神
船
・
造
船
設

計
部
）

中
川
悦
夫
（
三
菱
神
船
・
船
穀
設

計
課
）

鈴
木
桂
次
（
三
菱
神
船
・
鉄
構
設

計
課
）

金
井
一
彦
（
三
菱
神
船
・
船
穀
設

計
課
）

森
鼻
英
征
（
三
菱
神
船
・
船
穀
設

計
課
）

ｌ
本
文
焔
頁
参
照
Ｉ

｢〒１
ｆ ■■写 q
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６
月
号
目
次

の
国
○
ｏ
ｚ
己
○
○
ぐ
国
両
／
絵
・
中
西
勝

巨
○
ご
固
具
侭
○
団
Ｅ
／
福
富
芳
美

６
月
の
髪
／
西
野
明

神
戸
海
洋
気
象
台
／
松
原
新
一

グ
ラ
ピ
ヤ
／
神
戸
旭
力
月
。

神
戸
遊
戯
誌
犯
／
軟
式
テ
ニ
ス
②
・
青
木
重
雄

神
戸
う
ま
い
も
ん
巡
礼
ｚ
○
．
蹟
／
赤
尾
兜
子

／
小
磯
良
平
・
カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
米
田
昌
弘

撮
影
・
緒
方
し
げ
を

グ
ラ
ピ
ヤ
／
酒
徒
交
遊
録
。

神
戸
を
楽
し
む
私
の
コ
ー
ス
⑪
／
大
安
勇
次
郎

連
載
第
恥
回
／
神
戸
夫
人
・
武
田
繁
太
郎

紳
士
入
門
⑳
／
竹
田
洋
太
郎

座
談
会
／
神
戸
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

暮
し
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
⑮
／
ネ
ク
タ
イ

神
戸
の
集
い
か
ら
／
民
芸
対
た
こ
つ
ぼ
野
球
戦

淀
川
映
画
の
こ
と
手
当
り
次
第
⑰
／

アオ経槌
・リ済橋

津
高
和
一

随
想
／
帽
子
と
離
婚
・

三
好
三
千
子

随
想
／
想
い
出
す
こ
と
・
遠
藤
周
作

随
想
／
五
十
三
年
七
カ
月
の
眼
。

東
南
ア
ジ
ア
通
信
②
／
中
谷
勲

随
想
３
題
／
パ

船
所
造
船
技
術
委
員
会
」

西
村
雅
司
／
荒
木
淳
子
・
柳
迫
隆
治

グ
ラ
ピ
ャ
／
あ
る
集
い
「
三
菱
重
工
神
戸
造

る
ぼ
る
た
Ｉ
じ
ゅ
神
戸
⑪

神
戸
っ
子
放
談
ｚ
天
児
民
博
。

あ
る
集
い
Ｉ
そ
の
足
あ
と
１
重
満
通
弥

家
具
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
／
永
田
良
一
郎
・
一
一

ポ
ケ

わ
た
し
の
意
見
／
小
谷
良
男

グ
ラ
ピ
ヤ
／
わ
た
し
の
好
き
な
時
。

に
お
た
ず
ね
し
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
・
神
戸
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

パ
リ
通
信
⑩
／
佐
藤
昭
年

こ
ん
に
ち
わ
船
長
さ
ん
⑫
き
く
人
／
玉
奥
章

ユ
ー
ョ
ー
ク
世
界
博
の
６
カ
月
／
小
倉
由
歌
子

長
治

秀
一
・
滝
公
平

ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・

ラ
・
カ
ル
ト
（
最
終
回
）

ツ
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ン
の
味
／
速
水
良
祐
・
欧
風

畑
専
一
郎

岡
部
伊
都
子

撮
影
／

レ
イ
ア
ウ
ト
／
中
辻
悦
子

蔑
深．、
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京都へＭＡＣ進出〃
藤井大丸2階ＭＡＣコーナー開店

iI;:。

女の子も
着ているＩＶＹシャッ

ァイビー

若人の服飾 三宮本店

トアロード店

新開地店

姫路店

神戸センター街
ＴＥＬ⑳０８９５
センター街西口
ＴＥＬ⑲０８９６
新開地本通り
ＴＥＬ⑮７６８８
姫路駅デパート
ＴＥＬ⑳１２６１

一一ヨ

鰯 『叩ケ
’一・’

ド . イＶ崇子

蕊議議

1 - - ハイ凸
騨

幣社の登録商標
CONFECTIONERY’
S 祇娩鉱潮3 s

〃‐‐′、可「〆、

本店・生田
電話⑳１６９４．
三宮店・大丸前
電話⑬２１０１⑲

神社前
８０６３
市電筋
３８０８
･神戸大丸神戸そごう・神戸三越.

国際名菓･ その他有名百貨店
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る
。
以
上
の
４
点
を
柱
と
し
て
、
市
民
（
読
者
）
の
方
々
と
と
も

＊
わ
た
し
の
意
見
は
源
湖
肺
癌
唖
華
瞬
龍
揖
唖
嘩
嘆
咋
諏
嘩
評
嘩
誹
泳
繕
働
迦
蛎
唾

望
ま
れ
る
鐸
餅
鴛
蕊
雛
蕊
緊
購
謹
澱

市
民
生
活
の
充
実
聯
舞
難
識
繕
箪
灘

小
谷
良
男
る
と
清
掃
行
政
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
に
お
け
る
塵
芥
の
一

（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
神
戸
支
局
長
）
日
の
量
は
、
京
都
市
の
ほ
ぼ
一
一
倍
近
く
あ
る
と
い
う
統
計
が
出
て

私
が
神
戸
に
き
て
三
年
に
な
り
ま
す
。
神
戸
に
つ
い
て
そ
れ
ほ

ど
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誰
で
も

感
じ
る
よ
う
に
、
海
と
山
に
恵
ま
れ
た
神
戸
は
大
へ
ん
住
み
よ
い

篭
蕊
蕊
驚
蕊
蕊
護
蕊
蟻
慰
霊

常
の
市
民
生
活
に
、
政
治
の
目
を
向
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

入
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
今
後
と
も
、

善
で
き
な
く
て
も
、
あ
る
解
決
の
方
向
を
提
示
し
た
い
。
④
効
果

さ
せ
た
い
と
願
う
か
ら
で
す
。
そ
の
場
合
、
①
中
傷
を
避
け
る
。

②
投
書
の
主
に
直
接
会
っ
て
現
場
を
確
認
す
る
。
③
今
す
ぐ
に
改

イ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

神
戸
の
釦
年
度
予
算
に
お
い
て
、

に
、
問
題
を
提
起
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
が
、
そ
の
主
要
な
ネ
ラ

を
考
え
れ
ば
神
戸
の
都
市
と
し
て
の
ウ
ェ
イ
ト
が
、
京
都
よ
り
低

い
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
今
日
、
人

手
不
足
は
理
由
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

サ
ン
ケ
イ
新
聞
市
民
版
に
お
い
て
、
「
生
活
一
一
○
番
」
を
企

画
、
実
行
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
市
民
生
活
に
直
結
し
た

問
題
を
と
り
あ
げ
、
市
民
の
意
見
を
新
聞
を
通
じ
て
市
政
に
反
映

の
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
成
果
を
も
報
道
し
、
当
局
者
を
激
励
す

の
実
際
面
に
お
い
て
、
や
や
欠
け
て
い
る
点
が
あ
る
の
で
は
な
い

を
認
め
た
上
で
、
も
う
少
し
身
近
か
た
生
活
面
の
充
実
に
も
力
を

注
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
ち
ま
す
。
一
例
を
あ
げ

る
と
清
掃
行
政
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
に
お
け
る
塵
芥
の
一

日
の
量
は
、
京
都
市
の
ほ
ぼ
二
倍
近
く
あ
る
と
い
う
統
計
が
出
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
清
掃
機
動
力
は
、
京
都
の
わ
ず

か
弘
し
か
備
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
す
。
神
戸
は
日
本

の
玄
関
で
あ
り
、
日
本
の
印
象
が
先
ず
神
戸
か
ら
与
え
ら
れ
る
点

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

町
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ひ
と
つ
だ
け
不
満
を
い
え
ば
、
生
活

民
政
に
従
来
以
上
の
力
を
注

１１
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口
随
想
３
題
□

１
１２

１

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
旅

朝
食
を
パ
ン
に
し
て
か
ら
、
ま
も
た

く
七
年
に
な
る
。
も
う
パ
ン
を
や
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
も
、
非
常

に
う
ま
い
パ
ン
と
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
お

い
し
い
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
あ
る
か

ら
だ
。三

年
近
い
北
陸
勤
務
の
あ
と
、
神
戸

へ
転
勤
し
て
い
て
来
た
と
き
、
同
人
の

赤
尾
兜
子
か
ら
、
う
ま
い
パ
ン
が
あ
る

と
教
え
ら
れ
た
、
パ
ン
の
味
に
、
そ
ん

な
大
き
な
差
が
あ
る
と
は
信
じ
難
か
っ

た
が
前
任
地
の
富
山
の
パ
ン
が
極
端
に

ま
ず
か
っ
た
の
で
、
パ
ン
ら
し
い
パ
ン

を
食
べ
て
み
た
い
な
あ
と
気
が
動
き
、

教
え
ら
れ
た
Ｆ
と
い
う
ド
イ
ツ
人
の
店

で
買
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
病
み
つ
き
で

あ
る
Ｆ
の
パ
ン
と
Ｄ
の
ハ
ム
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
は
、
欠
か
せ
な
い
。

同
人
の
Ｋ
君
が
、
友
人
の
船
員
か
ら

永
田
良
一
郎

パ
ン
の
味

速
水
良
肪

欧
風
家
具
と

も
ら
っ
た
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
を
く
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
、
う
ま
い
パ
ン
と
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
食
べ
な
が
ら
、
神
戸
に
住
む
し
あ
わ

せ
を
、
し
み
じ
み
、
味
わ
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

神
戸
の
岡
本
か
ら
尼
崎
の
武
庫
の
荘

へ
、
さ
ら
に
宝
塚
の
中
山
へ
と
、
二
度

も
居
を
変
え
た
が
、
パ
ン
の
お
か
げ
で

神
戸
と
は
縁
が
き
れ
な
い
。
休
日
に
散

歩
で
も
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
足
は
お
の
ず
と
神
戸
へ
向
う
。
大

阪
な
ら
乗
り
換
え
な
く
て
も
す
む
し
、

第
一
、
毎
日
通
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

勝
手
も
よ
い
は
ず
左
の
だ
が
、
ど
う
し

て
も
、
二
度
も
乗
り
換
え
な
け
れ
ば
な

ら
左
い
神
戸
へ
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
神
戸
に
惹
か
れ
る

の
か
、
わ
か
ら
ま
い
。
喫
茶
店
な
ど
で

隣
り
の
イ
ス
に
オ
ー
バ
ー
や
持
物
を
お

き
、
他
の
客
が
席
を
探
し
て
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
て
も
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る
人

は
、
と
く
に
神
戸
に
多
い
よ
う
に
思
う

他
の
大
都
会
で
こ
の
よ
う
な
経
験
は
な

い
の
に
、
神
戸
で
は
何
度
も
こ
う
い
う

場
合
に
出
会
わ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

市
民
は
か
た
ら
ず
し
も
、
〃
感
じ
が
よ

い
〃
と
は
い
え
な
い
の
だ
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
元
町
や
セ
ン
タ
ー
街
を
歩
く

と
、
な
ん
と
を
し
に
楽
し
い
。
「
食
物

の
う
ら
み
は
恐
ろ
し
い
」
と
い
う
コ
ト

ワ
ザ
の
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
逆
左
の

で
あ
ろ
う
か
。
（
毎
日
新
聞
論
説
委
員
）

早
春
の
神
戸
を
発
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン

←
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
←
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
←
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
←
ブ
ラ
ッ
セ
ル

←
パ
リ
←
ハ
ン
ブ
ル
グ
←
ベ
ル
リ
ン
←

シ
ュ
ッ
ッ
ガ
ル
ド
←
ウ
ィ
ー
ン
←
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
←
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
←
ア
ル
プ
ス

←
ミ
ラ
ノ
←
ロ
ー
マ
と
“
日
間
の
欧
洲

の
旅
を
続
け
て
、
初
夏
の
神
戸
へ
帰
っ

て
来
た
。

今
年
は
天
候
異
変
で
欧
洲
も
寒
く
、

４
月
が
２
月
ご
ろ
の
気
候
だ
っ
た
。

一
人
旅
の
気
楽
を
道
中
で
も
あ
り
、

非
常
に
き
つ
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て

た
の
で
忙
し
く
て
困
っ
た
。
か
ね
て
よ

り
念
願
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
へ
の
山
登
り

は
や
っ
と
実
現
。
し
か
し
登
山
電
車
へ

乗
り
込
む
日
本
人
が
、
毎
日
一
人
も
登

ら
ぬ
日
は
な
い
と
い
わ
れ
る
程
日
本
人

登
頂
者
は
多
く
、
案
の
定
、
私
が
乗
り

こ
ん
だ
と
き
に
も
五
、
六
人
い
た
の
に

は
驚
い
た
。
ア
ル
プ
ス
の
爽
快
な
雪
山

は
素
晴
し
い
。
頂
上
で
ス
キ
ー
を
楽
し

む
人
々
を
見
る
と
う
ら
や
ま
し
く
、
こ

こ
ま
で
来
て
す
べ
れ
ぬ
と
は
残
念
至

極
、
日
本
の
貸
ス
キ
ー
な
ど
と
い
う
ミ

ミ
ッ
チ
ィ
け
れ
ど
実
に
便
利
な
商
売
を
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デンマーク・コペンハーゲンの家具店内バッキンガム宮殿で、永田氏

や
る
人
が
見
当
ら
な
い
の
が
う
ら
め
し

か
っ
た
。

街
は
、
パ
リ
が
い
ち
ば
ん
美
し
い
と

私
は
思
う
。
パ
リ
市
内
の
古
い
た
た
ず

ま
い
を
大
事
に
し
て
、
市
外
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
へ
団
地
を
建
て
て
い
る
。

古
い
も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
保

守
的
な
考
え
方
は
家
具
の
面
で
も
非

常
に
多
い
。
欧
洲
で
は
〃
家
具
は
財
産

で
あ
る
″
と
い
う
考
え
方
で
、
〃
家
具

は
消
費
財
で
あ
る
〃
と
い
う
多
分
に
ア

メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
最
近
の
日
本
の

傾
向
か
ら
す
れ
ば
根
本
的
な
相
違
が
あ

る
。
十
六
世
紀
や
十
七
世
紀
の
二
、
三

１
１３

１

百
年
も
経
た
家
具
が
、
愛
用
さ
れ
て
い

る
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
新
し
い
漸
新
な
も

の
よ
り
も
古
い
家
具
が
、
洋
家
具
商
の

売
場
の
２
－
３
を
し
め
て
い
る
。
若
い
人

に
も
聞
い
て
み
た
が
、
新
し
い
も
の
よ

り
古
い
も
の
へ
の
憧
れ
が
強
く
、
国
民

性
の
違
い
を
感
じ
た
。
最
近
の
日
本
の

よ
う
に
一
つ
の
流
行
を
猫
も
シ
ャ
ク
子

も
追
っ
か
け
る
と
い
う
世
相
か
ら
み
れ

ば
自
分
の
生
活
を
よ
り
大
切
に
し
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昔
は
日
本
も
、
お
ば
あ
さ
ん
に
も
ら

っ
た
ダ
ン
ス
や
針
箱
を
う
け
つ
い
で
孫

が
持
っ
て
大
切
に
す
る
と
い
う
日
本
人

ら
し
さ
が
ひ
き
つ
が
れ
て
、
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
が
、
欧
洲
に

は
そ
の
保
守
的
な
ま
で
の
道
徳
観
念
が

ま
だ
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
き
た
と
い

え
ば
私
な
ど
も
、
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス

で
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
と
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
な
い
不
便
き
わ
ま
り
な
い
超

一
流
の
古
め
か
し
い
ホ
テ
ル
で
、
年
配

の
ボ
ー
イ
が
折
目
正
し
く
サ
ー
ビ
ス
し

て
く
れ
る
と
、
か
え
っ
て
落
つ
か
な
い

の
で
あ
る
。
欧
洲
の
人
に
き
く
と
古
い

ホ
テ
ル
の
ほ
う
が
落
つ
い
て
い
い
と
い

う
。
私
は
、
あ
ま
り
の
落
つ
か
な
さ
に

ヒ
ル
ト
ン
系
の
超
モ
ダ
ン
な
ホ
テ
ル
へ

移
っ
た
が
、
そ
こ
へ
ゆ
く
と
、
ア
メ
リ

カ
人
と
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど
左
の
に
は

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
欧
風
家
具
を
私
達

は
日
本
で
作
っ
て
い
る
が
、
技
術
的
に

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

世
界
博
の
６
カ
月

小
倉
由
寄
子

は
器
用
で
こ
な
し
て
い
る
が
、
外
人
が

〃
き
も
の
〃
を
着
て
い
る
感
覚
で
あ
る

こ
と
は
残
念
な
が
ら
や
む
を
得
ま
い
。

（
永
田
良
介
商
店
社
長
）

英
米
文
学
専
攻
の
私
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
へ
ぜ
ひ
一
度
行
き
、
本

に
見
る
姿
を
自
分
の
眼
で
確
め
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に

留
学
の
機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
両
親

の
反
対
で
夢
も
果
た
せ
ず
残
念
が
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
東
急
急
行
株
式
会
社

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
世
界

博
で
仕
事
を
し
て
み
な
い
か
と
お
話
が

あ
っ
た
と
き
、
期
間
も
６
カ
月
な
の

で
、
両
親
も
や
っ
と
賛
成
し
て
く
れ
ま

し
た
。昨

年
の
４
月
３
日
に
羽
田
を
出
発
、

私
を
含
め
て
同
年
輩
の
女
性
５
人
は

「
世
界
博
日
本
館
」
の
ト
ー
キ
ュ
ー
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
事
務
兼
、

セ
ー
ル
ス
ガ
ー
ル
の
な
れ
な
い
仕
事
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
博
覧
会
と
い
う

の
は
４
年
に
一
度
と
い
う
慣
例
を
や
ぶ

っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
制
三
百
年
を
記

念
に
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ー
ゼ
と
い
う
ユ
ダ

ヤ
人
の
ア
イ
デ
ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。
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世界博の会場で筆者右端

１
１４

１

－
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ー
ン
ス
ヘ
下
宿
し
て

会
場
へ
通
っ
た
の
で
す
が
、
一
般
の
市

民
は
驚
く
ほ
ど
無
関
心
で
、
日
本
の
オ

リ
ン
ビ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
国
を
あ
げ
て

市
を
あ
げ
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
フ
ェ
ア
ー
の
み
が
現
実
離
れ
の
し

た
別
世
界
で
す
。
で
も
フ
ェ
ア
ー
の
主

旨
で
あ
る
「
理
解
を
通
し
て
の
平
和
」

と
い
っ
た
意
味
か
ら
す
れ
ば
大
成
功
だ

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

如
月
羽
日
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
を
た
っ
て

帰
路
に
つ
き
神
戸
へ
、
月
巧
日
に
帰
っ

て
き
し
た
。
海
の
向
う
の
未
知
の
世
界

を
覗
い
て
み
た
い
と
い
う
単
純
左
好
奇

心
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
過
し
た
６
カ
月

は
、
私
に
と
っ
て
若
い
時
に
何
か
を
や

っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
一
番
良
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
日
本

に
い
た
時
は
、
外
人
は
外
人
だ
と
い
う

感
覚
で
し
た
が
、
外
国
で
生
活
し
て
み

た
〃
外
人
″
と
い
う
観
念
か
ら
同
じ

〃
人
間
″
な
ん
だ
と
感
じ
た
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
お
友
達
で
留
学
し
た
方

が
国
際
結
婚
を
な
さ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
不
思
議
に
思
え
て
い
た
疑
問
も
、

当
然
か
も
し
れ
な
い
と
う
な
ず
け
る
気

持
が
い
た
し
ま
し
た
。
で
も
日
本
の
土

を
ふ
ん
で
見
る
と
、
日
本
が
い
い
し
、

神
戸
へ
帰
っ
て
六
甲
の
山
や
港
を
見
る

と
ほ
ん
と
に
神
戸
っ
子
で
良
か
っ
た

と
、
つ
く
づ
く
思
う
の
で
す
。

（
神
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
同
時
通

訳
）

た
日
本
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
文
化
的
な

も
の
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
が
っ
か
り
さ
れ
る
人
も
あ
る
わ
け
で

す
。
も
し
今
後
日
本
で
博
覧
会
を
ひ
ら

く
よ
う
に
な
れ
ば
、
や
は
り
、
マ
ル
コ

ポ
ー
ロ
以
来
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
と
し

て
憧
れ
を
持
っ
て
い
る
気
持
を
満
す
よ

う
に
、
日
本
の
文
化
遺
産
の
展
示
と
、

新
し
い
工
業
品
の
展
示
を
ほ
ど
よ
く
ミ

ッ
ク
ス
し
て
見
せ
る
工
夫
が
ぜ
ひ
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
お
隣
り
は
ス
ペ
イ
ン
館
で

こ
こ
は
大
変
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ミ

セ
ス
・
ケ
ネ
デ
ィ
も
シ
リ
キ
ッ
ト
王
妃

や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
も
訪
れ
ま
し
た

が
、
ス
ペ
イ
ン
館
は
何
と
い
っ
て
も
女

性
が
ほ
ん
と
に
美
し
い
の
で
す
。

言
葉
は
英
語
の
お
客
さ
ま
が
一
番
多

く
て
次
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
。
ア
フ
リ
カ

新
興
諸
国
の
人
々
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
買

物
す
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
ス

ペ
イ
ン
語
も
多
い
の
で
す
が
、
私
た
ち

も
片
言
の
ス
ペ
イ
ン
語
で
懸
命
に
お
相

手
を
い
た
し
ま
し
た
。
か
え
っ
て
片
言

が
可
愛
い
い
と
喜
ん
で
下
さ
っ
て
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
い
な
さ
い
と
チ
ッ

プ
を
出
さ
れ
る
の
で
、
結
構
で
す
、
と

い
う
と
そ
れ
で
は
買
っ
て
き
て
あ
げ
よ

う
と
い
わ
れ
る
仕
末
で
す
。
こ
ん
な
風

に
片
言
の
ほ
う
が
か
え
っ
て
人
間
的
左

親
し
み
が
増
し
て
楽
し
い
の
で
す
。

こ
の
お
祭
り
騒
ぎ
や
陽
気
さ
も
フ
ェ

ア
ー
の
中
だ
け
の
も
の
で
、
私
は
一
三

鍵溌鍵蕊蕊蕊蕊謹鏡鰯謹鰯 蕊議豊蕊

民
俗
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々
が
お
客
さ

ま
表
の
で
底
抜
け
に
明
る
く
陽
気
な
６

カ
月
で
し
た
。
入
場
料
は
大
人
２
ド
ル

子
供
１
ド
ル
、
パ
ー
キ
ン
グ
代
が
１
日

１
ド
ル
半
。

ち
ょ
う
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
中
で

日
本
へ
の
関
心
が
非
常
に
た
か
く
、
日

本
人
は
ど
こ
で
も
観
迎
さ
れ
ま
し
た
。

外
人
は
き
も
の
姿
に
憧
れ
が
強
く
て

き
も
の
を
き
て
い
る
と
大
変
人
気
が
あ

り
ま
す
。
日
本
館
は
女
性
に
は
ち
ょ
っ

と
人
気
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ど
う

し
て
か
と
い
い
ま
す
と
、
展
示
品
の
中

心
が
、
急
速
に
発
達
し
た
工
業
面
の
品

物
が
多
く
、
外
人
の
方
に
は
き
も
の
を

憧
れ
る
よ
う
に
浮
世
絵
や
海
女
と
い
つ

東
京
晴
海
の
ｎ
倍
と
い
わ
れ
る
会
場

に
は
、
各
国
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
建
物

ア
メ
リ
カ
の
大
企
業
の
建
物
が
並
び
、

劇
場
、
博
物
館
、
動
物
園
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る
設
備
が
ゆ
き
と
ど
い

て
い
ま
す
。
噴
水
が
あ
ち
こ
ち
に
水
の

美
し
い
バ
レ
ー
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
湖
や

川
も
流
れ
る
会
場
に
、
花
々
が
彩
ど
り

豊
か
に
咲
き
み
だ
れ
、
楽
し
い
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
が
快
よ
く
、
ま
た
世
界
各
国
の閉
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中
谷
勲

八
神
戸
大
学
経
済
学
部
３
回
生
Ｖ

東
南
ア
ジ
ア
通
信
②

〃
ア
イ
の

お
正
月

今
日
か
ら
三
日
間
、
タ
イ
国
は
新
年

の
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。
実
に
豪
快
な

祭
り
で
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
道
行
く

人
々
が
、
手
に
手
に
バ
ケ
ツ
や
、
水
鉄

砲
や
器
を
持
ち
、
行
き
す
ぎ
る
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
自
転
車
、
人
と
い
わ
ず
、

新
年
を
祝
っ
て
水
を
ブ
ッ
か
け
る
の
で

す
。
タ
イ
特
有
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身

を
装
っ
た
若
き
女
性
、
男
性
が
、
ズ
ブ

濡
れ
に
な
っ
て
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら

遠
く
、
バ
ン
コ
ク
や
、
タ
イ
の
あ
ら
ゆ

る
地
方
か
ら
出
て
来
た
人
々
に
水
の
祝

を
あ
び
せ
ま
す
。
我
々
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
器
を
手
に
朝
か
ら
晩
ま
で
、
一
見

ば
か
げ
た
こ
の
祭
り
に
加
わ
り
、
異
国

の
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。
出
発
一
週
間

前
、
〃
サ
ン
デ
ー
毎
日
〃
に
紹
介
さ
れ

た
如
く
、
世
界
的
に
有
名
な
所
。
な
る

程
来
て
み
て
驚
ろ
き
ま
し
た
。
い
た
る

と
こ
ろ
に
山
本
富
士
子
や
、
加
賀
マ
リ

子
ば
り
の
女
性
が
、
ウ
ョ
ウ
ョ
。
日
頃

、
、
、
マ
ジ
メ
な
神
大
生
も
、
声
」
テ
」
で
は
、
さ

す
が
に
変
化
を
来
し
た
よ
う
で
す
。
こ

う
し
た
美
人
に
、
遠
慮
も
な
く
水
を
ぶ

つ
か
け
ブ
ッ
か
け
ら
れ
て
、
一
日
、
馬

鹿
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
日
が
く
れ
よ
う
と
す
る

五
’
六
時
が
、
第
一
日
目
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
す
。
各
地
特
有
の
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
に
、
原
始
的
な
楽
団
つ
き
の
若
き

女
性
の
行
進
が
、
始
ま
り
ま
し
た
。
赤
、

白
、
緑
色
と
り
ど
り
の
服
に
僧
屋

律
眉
ｇ
を
つ
け
た
タ
イ
娘
、
三
○
人
位

の
単
位
の
集
団
が
三
’
四
組
。
そ
の
後

に
、
タ
イ
の
守
護
人
が
、
男
に
か
つ
が

れ
、
鎮
座
し
、
そ
の
後
に
美
人
コ
ン
テ
ス

ト
Ｎ
Ｏ
１
が
、
ゾ
ウ
を
か
た
ど
っ
た
車

の
上
に
座
り
、
沿
道
の
人
々
に
笑
い
を

投
げ
ま
す
。
そ
の
周
囲
に
は
、
Ｎ
Ｏ
１
に

劣
ら
ぬ
美
女
た
ち
が
あ
る
い
は
、
扇
子

を
持
ち
、
あ
る
い
は
刃
物
を
持
ち
、
あ
る

い
は
、
Ｎ
Ｏ
１
に
傘
を
さ
し
か
け
ま
す
。

蕊

１
１５

１

こ
の
車
を
男
共
が
、
引
い
た
後
に
は
、
女

性
の
の
司
○
氏
９
月
旨
い
計
８
日
が
、

踊
り
な
が
ら
つ
づ
き
ま
す
。
実
に
豪
華

で
、
華
美
で
す
。
こ
の
行
進
に
、
全
国

か
ら
集
っ
た
沿
道
の
老
若
男
女
が
、
水

を
あ
び
せ
、
水
鉄
砲
で
Ｎ
Ｏ
１
を
狙
い

打
ち
し
、
こ
の
祭
に
と
け
込
み
叫
び
、

笑
い
町
全
体
が
、
祝
い
の
渦
で
す
。

仏
教
が
、
イ
ン
ド
系
の
人
々
と
い
わ

ず
中
国
系
と
い
わ
ず
タ
イ
系
、
こ
れ
ら

の
混
血
と
い
わ
ず
、
す
べ
て
の
タ
イ
人

を
結
び
つ
け
、
平
和
な
国
家
の
繁
栄
を

祝
う
の
で
す
。

夜
、
我
々
は
、
町
に
出
か
け
ま
し
た
。

チ
エ
ン
マ
イ
の
数
多
く
の
寺
院
に
は

夜
店
が
立
ち
、
名
物
の
タ
イ
ミ
ル
ク
、

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
シ
ル
バ
ー
、
彫
物
、

を
並
べ
、
一
番
大
き
い
寺
で
、
我
々
は

民
族
芸
術
を
味
い
ま
し
た
。

即
席
の
舞
台
で
民
族
舞
踊
の
踊
子

達
が
、
年
に
一
度
の
タ
イ
踊
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
黒
髪
に
巻
い
た
花

管
、
色
あ
ざ
や
か
な
服
装
、
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
く
宝
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
ま
き
つ
け

て
、
手
に
は
い
◎
匡
陸
ｐ
ｍ
Ｒ
（
指
に

さ
す
と
長
さ
ｍ
ｏ
目
位
。
先
の
ま
が
っ

た
細
い
金
の
管
）
を
つ
け
、
独
持
の
手

の
動
き
で
観
衆
の
目
を
う
ば
い
ま
す
。

あ
る
い
は
恋
の
喜
び
を
表
現
す
る
踊
り

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
儀
式
の
舞
で

あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
が
、
木
琴
、

金
琴
、
タ
イ
コ
、
笛
を
伴
い
ま
す
。
南

国
の
あ
の
ど
こ
か
物
悲
し
く
、
土
く
さ

い
音
色
と
、
舞
台
の
幻
想
的
な
色
彩
の

動
き
が
、
う
ま
く
調
和
し
、
寺
の
庭
に

集
ま
っ
た
何
千
の
観
客
を
魅
り
ょ
う

し
、
昼
間
の
喧
騒
は
ど
こ
や
ら
、
高
く

そ
び
え
る
白
壁
の
塔
が
、
我
々
の
上
に

の
し
か
か
る
気
が
し
ま
す
。
仏
教
と
結

び
つ
い
た
こ
れ
こ
そ
力
強
い
民
族
芸
術

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

チ
ェ
ン
マ
イ
に
て
四
月
十
二
日

が
創
瀞
鄭
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☆
あ
る
集
い

Ⅱ
そ
の
足
あ
と
Ⅱ
叩

三
菱
重
工
神
戸
造
船
所

造
船
技
術
委
員
会

造
船
技
術
の

開
発
に
つ
い
て

重
満
通
弥

戦
後
日
本
の
造
船
技
術
の
進
歩
は
い

ち
ぢ
る
し
い
も
の
が
あ
り
、
世
界
の
造

船
界
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
る
が
、

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
神
戸
造
船
所
も

そ
の
一
翼
を
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
二
年
所
内
に
「
造
船
技
術

委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
東
京
大
学
工

学
部
吉
織
教
授
、
木
原
教
授
、
山
本
教

授
、
お
よ
び
大
阪
大
学
工
学
部
寺
沢
教

授
、
笹
島
教
授
の
ご
指
導
を
う
け
て
、

種
々
の
技
術
的
な
問
題
点
の
解
明
に
、

今
日
ま
で
約
八
年
間
毎
月
一
回
の
委
員

会
を
開
催
し
て
取
組
ん
で
き
た
。
実
に

こ
の
間
開
催
さ
れ
た
委
員
会
数
は
九
十

八
回
（
五
月
現
在
）
に
な
る
。
成
果
の

い
く
つ
か
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
ま

ず
、
当
所
は
戦
前
よ
り
日
本
海
軍
の
潜

水
艦
建
造
の
民
間
建
造
所
と
し
て
長
い

歴
史
を
持
っ
て
い
る
が
、
戦
後
初
め
て

防
衛
庁
の
潜
水
艦
の
建
造
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
戦
前
の
潜
水
艦
の
性
能
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
耐
圧
船
体
の
実
物
模

型
に
、
水
圧
を
か
け
て
実
際
に
破
壊
試

験
を
行
い
、
正
確
な
設
計
資
料
を
う
る

な
ど
、
米
国
海
軍
が
多
額
の
費
用
と
長

年
月
を
か
け
て
研
究
し
た
と
同
様
の
実

験
を
純
日
本
式
の
方
法
で
短
期
間
に
好

成
績
を
収
め
た
こ
と
は
、
世
界
に
日
本

の
技
術
の
優
秀
性
を
示
し
た
一
例
と
し

て
自
負
し
て
い
る
。

ま
た
最
近
の
潜
水
艦
は
水
上
を
走
る

速
さ
よ
り
、
水
中
の
速
力
の
方
が
速
く
、

し
た
が
っ
て
、
潜
水
艦
の
水
中
性
能
の

向
上
に
た
い
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
長

さ
七
米
の
自
走
模
型
を
製
作
。
神
戸
港

外
で
無
人
水
中
航
走
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
水
中
速
力
、
操
縦

性
能
な
ど
の
調
査
研
究
、
実
際
の
潜
水

艦
の
建
造
設
計
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
は

非
常
に
大
き
い
。
最
近
で
は
、
プ
ッ
シ

ャ
バ
ー
ジ
が
海
運
界
の
脚
光
を
浴
び
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
タ
グ
ボ
ー
ト
（
機

関
）
と
僻
（
貨
物
膿
）
を
簡
単
に
結
合
、

分
離
で
き
る
一
つ
の
船
に
し
て
、
僻
を

タ
グ
ボ
ー
ト
が
押
し
て
い
く
構
造
。
曳

船
式
に
く
ら
べ
て
、
操
縦
が
容
易
に
な

り
、
曳
索
の
切
断
の
お
そ
れ
も
な
く
な

り
、
人
員
も
少
左
く
て
す
む
と
云
う
新

し
い
船
だ
が
、
当
所
で
は
昭
和
三
十
八

年
よ
り
実
験
を
お
こ
な
い
、
施
回
性
能

や
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
、
テ
ス
ト

を
行
な
っ
て
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
船

舶
の
大
型
化
に
つ
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
車

両
を
連
結
す
る
よ
う
に
、
前
部
と
後
部

の
船
体
を
別
々
に
つ
く
り
、
そ
れ
を
鋼

製
の
ピ
ン
で
つ
な
ぐ
と
い
う
新
ア
イ
デ

ア
船
、
名
づ
け
て
「
ピ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

船
」
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
、
船
体

構
造
に
使
用
す
る
鋼
板
の
量
を
減
少
さ

せ
て
船
価
を
低
減
す
る
研
究
も
行
な
っ

て
き
た
。
そ
の
う
え
、
船
の
大
型
化
に

つ
れ
て
使
用
さ
れ
る
鋼
板
の
厚
さ
も
増

大
し
て
く
る
の
で
こ
れ
ら
厚
い
板
の
工

作
法
も
、
む
づ
か
し
く
な
る
の
で
、
船

体
の
軽
量
化
を
は
か
り
、
高
張
力
鋼
と

い
う
、
強
い
鋼
板
を
使
用
し
た
り
、
そ
の

電
気
熔
接
工
作
法
の
研
究
も
進
ん
で
い

る
。
構
造
物
の
軽
量
化
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
宇
宙
開
発
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
胴
体
も

最
初
は
軽
合
金
を
使
用
し
て
い
た
が
、

段
々
大
型
化
す
る
に
つ
れ
て
、
高
張
力

鋼
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昨
年
、
東
大
宇
宙
航
空
研
究
所
で
一
、

○
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
打
上

げ
ら
れ
た
、
ラ
ム
ダ
型
の
ロ
ケ
ッ
ト
の

胴
体
（
チ
ャ
ン
バ
ー
）
も
特
殊
鋼
を
使
用

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
胴
体
は
す
べ
て
、
こ

の
委
員
会
で
研
究
開
発
に
成
功
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
年
は
日
本
に
お
い
て
原

子
力
の
第
一
船
が
起
工
の
運
び
と
左
る

が
、
原
子
力
船
の
船
体
構
造
に
つ
い
て
、

原
子
炉
支
持
構
造
一
重
底
の
坐
礁
時
の

強
度
計
算
に
よ
る
設
計
資
料
を
実
験
に

よ
っ
て
解
明
し
、
又
原
子
炉
の
放
射
能

の
遮
へ
い
に
対
す
る
高
密
度
コ
ン
ク
リｊ

‐
ト
の
実
験
も
行
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
あ
ゆ
み
の
二
部
を
紹
介
し
た
が
、
常

に
新
し
い
技
術
の
開
発
を
前
向
き
に
お

し
進
め
、
日
本
の
技
術
向
上
を
め
ざ
し

て
い
る
三
菱
造
船
船
体
研
究
委
員
会
の

努
力
は
今
後
の
製
品
に
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
は
て
し
な
い
新

分
野
の
開
発
の
た
め
、
た
え
ま
た
い
研

究
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。

（
筆
者
は
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
調
査
役
）

カ
ッ
ト
写
真
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